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① 赤外 ATR 法による sPS 溶媒分子包接結晶( ð 型結晶)のゲスト分子交換挙動の追跡


























シンジオタクチックポリスチレン (sPS) は、耐熱性と耐薬品性において優れた特性をもっ 1980 年代半ばに開発
された立体規則性高分子である。 sPS は幾つかの低分子との間で、螺旋構造をもっ高分子鎖聞に低分子を取り込んだ
結晶相( ô 相)を形成する。 6 相が示す際だ、った特徴の一つは、結品格子内に格納されているゲスト分子が容易に別
種の低分子と交換することである。本研究は、この 8 相におけるゲスト交換機構を解明すると同時に、 8 相において
ゲスト交換が容易に進行する要因を明らかにすることを目的として行われた。














子を包接した 8 相をガラスから直接形成することが可能であることを示した。さらに配向 sPS ガラスに同様の操作を
行うことで色素分子アズレンの配向を制御したフィルムを作製し、 sPS の包接現象を利用した機能性分子の配向制御
が可能であることを示した。
以上の成果は、 sPS の包接錯体のゲスト交換機構とその特質を明らかにするだけでなく、高分子結晶領域と機能性
分子の複合化による新しいタイプの機能性材料の創出に繋がる可能性は高く、高分子固体構造・物性の基礎面だけで
なく材料工学にも大きく貢献すると考えられる。よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるもの
と言志める。
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